
令和８年度 第７回石川県柔道「形」競技大会 実施要項 

 

１ 趣  旨   講道館柔道において「形と乱取」は「文法と作文」に例えられるように修行の一体をなし

ている。「形」と「乱取」を修行することによって、勝負の理を体得し、修行の成果を得、

柔道の奥義に進むことができる。特に「形」は柔道技術の基本形態の攻防の原理を学ぶ心身

研磨の道である。 

ここに、修行の意味を改めて認識し、「形」を通じて柔道の普及・振興を促進することを

目指し、講道館柔道の「形」による競技大会を開催する。 

 

２ 主  催  石川県柔道連盟 

  

３ 後  援  北國新聞社 

 

４ 期  日  令和８年９月２７日（日） 開会式 午後１３：００（社会人大会終了後） 

 

５ 競技日程  (1)受     付：１２：１５～ 

        (2)選手審査員会議：１２：４５～ ※選手が未成年の場合は、指導者も参加して下さい。 

                          試合会場と競技方法の説明を試合場で行います。 

(3)開  会   式：１３：００～ ※開会式終了後、競技開始 

 

６ 会  場  石川県立武道館 

〒920-0811 石川県金沢市小坂町西 8-3 

                TEL 076-251-5709  FAX 076-251-5669 

 

７ 種  別  ・小学生の部 

①投の形(手技・腰技・足技のみ)  

・中学生の部  

②投の形(手技・腰技・足技のみ) 

③固の形(抑込技のみ)  

④柔の形(第一教のみ)  

・高校生以上の部  

⑤投の形  

⑥固の形  

⑦極の形  

⑧柔の形  

⑨講道館護身術  

⑩古式の形  

⑪五の形  

以上１１種目を行います。  

 

 

 



       ※小学生の投の形と高校生以上の７つの形に関しては従来通り、高校生以上の形に関しては 

１１月２９日に予定されております北信越形競技大会の予選を兼ねて行います。  

 

中学生の形競技大会について 本年度より開催が予定されております全日本中学生柔道形

競技大会の予選を兼ねて行います。以下全日本中学生柔道形競技大会の出場資格です。 

 

☆出場資格  

１．2026 年度の全柔連登録を行っている中学生とする。  

２．所属団体が全日本柔道連盟登録をしている都道府県からの出場とする。 

３．所属先については、特に制限は設けない。(所属が別でも可)  

４．各都道府県から投の形、固の形、柔の形それぞれ 1組の出場とし、1人が複数種目へ 

出場することは認めない。  

５．参加に当たり、段位の取得は問わない。  

６．男女組での参加も認める。  

 

８ 出場資格  (1) 今年度石川県柔道連盟から全柔連に登録済みの者 

                (2) 未成年においては、所属長の許可を受けた者 

        (3)  中学生に関しては全日本中学生柔道形競技大会の出場資格に準ずる。 

           

９ 試合方法    講道館柔道形競技規定を一部準用して行う。 

       ※中学生の大会(競技番号②③④) のみ、受取を交代し二回分の演技の合計点で 

        採点する。 

        その他の競技については受取交代は行わず一回の演技にて採点する。 

        

10 表  彰  各種別３位までを表彰する（人数によっては２位、又は 1位までとする） 

 

 

11 参加申込  所定の申込用紙に必要事項を記入し，メール又は郵送で申し込むこと。 

        ※メールでの申し込みにご協力下さい。 

 

12 参 加 料    不要 

 

13 申込期日  令和８年９月１８日（金）午後６時 必着（厳守） 

                ※申し込み期日を過ぎたものは，一切受付しない 

 

14 演技順序  県柔道連盟 形委員会にて抽選を行う。 

  

15 申 込 先   〒921-8013 金沢市新神田 1丁目 3-4-1 

                            上濃 達朗 宛（石川県柔道連盟 形委員会）  

                                           TEL 090-2371-0751    

              メールアドレス no_reason18077766@yahoo.co.jp 

 

 



16  そ の 他  ・本大会は、次年度の北信越形競技大会の出場選手選考会を兼ねます。 

        ・②④⑤の形において、一定の基準を満たした者は昇段審査の形を免除します。※17項 

        ・演技中の負傷等については、応急処置を行いますが以後の責任は負いません。各所属での

傷害保険等の加入をお願いします。 

        ・個人情報の取り扱いについては、個人情報の保護に関する法令を遵守し、取得する個人情

報について適正に取り扱います。また、取得した個人情報は競技大会の資格審査、競技大

会運営上必要なプログラム編成及び作成、ホームページ、掲示板、報道発表、記録発表等

その他競技に必要な連絡等に利用します。競技中の映像等は広報等に利用する場合があり

ます。大会に参加する者はこれに同意したものとします。 

 

 

17  昇段審査形免除基準について 

         

        ・各種目においての入賞者は昇段審査における形を免除する 

        ・入賞組でなくても次の基準において免除する 

        ※昇段審査における形審査の免除基準項目 

        ①形の所作・・礼法や継足、残心など 

        ②形の技術・・技の理合に基づいた演技 

        ③総合的な完成度 

 

        抽象的でありますので免除基準について質問のある選手や指導者の先生方は 

        申し込みの項にあります形委員上濃まで連絡下さい 

         

 


